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はじめに

本書では、マニュアルセットを発行したあとに既知となった、Sun SPARC® 
Enterprise M8000/M9000 サーバのハードウェア、ソフトウェア、およびマニュアル
に関する重要な最新情報について説明します。

技術サポート
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバのマニュアルに記載されていない技術
的な質問または問題については、購入先に問い合わせてください。

米国またはカナダのユーザーの場合は、1-800-USA-4SUN (1-800-872-4786) に問い合
わせてください。

ソフ トウェアリソース
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバには、Solaris™ オペレーティングシス
テムおよび Sun Java™ Enterprise System ソフトウェアがプリインストールされてい
ます。
vii



最新のパッチの入手

使用しているシステムには、Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ用の 
Solaris 必須パッチがプリインストールされているはずです。パッチの一覧について
は、2ページの「Solarisパッチ情報」を参照してください。

注 – Sun Connection Update Manager を使用する前に、パッチ 123003-03 および 
124171-06 をシステムにインストールする必要があります。これらのパッチは、必要
に応じて http://sunsolve.sun.com/ からダウンロードできます。

Sun Connection Update Manager を使用して、必要に応じてパッチを再インストー
ルしたり、最新の必須パッチセットでシステムを更新することができます。Sun 
Connection Update Manager に関する情報は、次の Web サイトにある『Sun Update 
Connection System 1.0.8 管理ガイド』で確認できます。 

http://docs.sun.com/app/docs/doc/819-7283

使用しているシステムを登録し、Sun Connection Update Manager を使用して、最
新の Solaris OS パッチを入手するには、2 つのオプションを使用することできます。
ダウンロードしたパッチには、インストール情報および README ファイルが含まれ
ています。

■ viiiページの「smpatch CLI を使用したパッチの入手」

■ xページの「Update Manager GUI を使用したパッチの入手」

smpatch CLI を使用したパッチの入手

1. /usr/lib/breg/data/RegistrationProfile.properties ファイルを /tmp 
ディレクトリにコピーします。

2. /tmp/RegistrationProfile.properties ファイルを編集して、ユーザー名、
パスワード、および必要に応じてネットワークプロキシを追加します。

3. 次のコマンドを入力して、システムを登録します。

4. 次のコマンドを入力して、使用しているシステムに適切なパッチを入手します。

5. 次のように、各パッチをインストールします。
パッチは、Sun Connection Update Manager を使用してダウンロードできます。

# sconadm register -a -r /tmp/RegistrationProfile.properties

# smpatch set patchpro.patchset=sem4k5k8k9k
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a. 次のように入力して、/var/sadm/spool ディレクトリにパッチをダウンロード
します。 

b. 次のように入力して、パッチを解凍します。

c. /var/sadm/spool/xxxxxx-xx/README.xxxxxx-xx ファイルに記載されている特有
のインストール手順に従って、パッチをインストールします。 

6. パッチのインストール後、システムの再起動が必要になる場合があります。

■ 再起動が不要な場合は、手順 7 に進みます。

■ システムの再起動が必要な場合は、init コマンドまたは shutdown コマンドの
いずれかを使用してください。

注 – reboot コマンドでは、再起動を必要とするパッチのインストールが完了しま
せん。

7. 次のコマンドを入力して、インストールするパッチの一覧を表示します。

8. 次のコマンドを入力して、パッチをダウンロードおよびインストールします。

9. いずれかのパッチでシステムの再起動が必要な場合は、手順 6 を参照します。

これでパッチのインストールが完了しました。

# smpatch update -i xxxxxx-xx

# cd /var/sadm/spool
# unzip xxxxxx-xx.jar

# init 6

# shutdown -i6

# smpatch analyse

# smpatch update
 はじめに ix



Update Manager GUI を使用したパッチの入手

1. /usr/lib/breg/data/RegistrationProfile.properties ファイルを /tmp 
ディレクトリにコピーします。

2. /tmp/RegistrationProfile.properties ファイルを編集して、ユーザー名、
パスワード、および必要に応じてネットワークプロキシを追加します。 

3. 次のコマンドを入力して、システムを登録します。

4. Update Manager を起動します。

5. Update Manager の「Available」タブで、ドロップダウンメニューを開き、Update 
Collecttion から「Sun SPARC(R) Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 
Servers」を選択します。 

Update Manager によって、必要となるパッチを判断するためにシステムが分析され
ます。

6. パッチ xxxxxx-xx が推奨される場合、パッチ ID の左にあるボックスをクリックしてこ
のパッチ ID を選択してから、「Install」ボタンをクリックします。 

パッチが /var/sadm/spool にダウンロードされます。

7. 次のように入力して、処理を続けます。

8. /var/sadm/spool/xxxxxx-xx/README.xxxxxx-xx ファイルに記載されているインス
トール手順を実行します。

9. xxxxxx-xx のインストール後、システムの再起動が必要になる場合があります。

再起動に関する Update Manager での指示に従うか、次のように shutdown コマン
ドまたは init コマンドを使用します。

# sconadm register -a -r /tmp/RegistrationProfile.properties

# /usr/bin/updatemanager

# cd /var/sadm/spool
# unzip xxxxxx-xx.jar

# init 6

# shutdown -i6
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注 – Update Manager、init コマンド、または shutdown コマンドのいずれかを使
用してください。reboot コマンドでは、再起動を必要とするパッチのインストール
が完了しません。

10. Update Manager をふたたび起動して、Enterprise Server コレクションを選択しま
す。 

11. Update Manager が新たな分析を自動的に開始しない場合は、「Check for 
Updates」ボタンをクリックします。

12. パッチ ID の左にあるボックスをチェックして、一覧に表示されているパッチのいず
れかを選択します。

13. 「Install」ボタンをクリックします。 

Update Manager によって、パッチがダウンロードおよびインストールされます。

14. いずれかのパッチでシステムの再起動が必要な場合は、手順 9 を参照します。 

これでパッチのインストールが完了しました。
 はじめに xi



追加情報

詳細情報については、最新の『Solaris 10 Sun ハードウェアマニュアル』に加えて、
使用している Solaris マニュアルとともに提供されるリリースノートを参照してくだ
さい。また、マニュアル Web ページにアクセスして、本書を補足する追加のマニュ
アルがないかどうかを確認してください。最新情報は、次の URL から入手できま
す。

http://jp.sun.com/documentation/
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マニュアルへのアクセス
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ サーバの設置、管理、および使用に関
する手順は、Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ サーバのマニュアルセッ
トに記載されています。次の Web サイトから、マニュアルセット全体をダウンロー
ドして入手できます。

http://jp.sun.com/documentation/

注 – 本書に記載されている情報は、Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ サ
ーバのマニュアルセットの情報よりも優先されます。

Solaris オペレーティングシステム (Solaris OS) のマニュアルは、次の URL から入手
できます。

http://jp.sun.com/documentation/

コ メン ト をお寄せく ださい
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback/

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

『Sun SPARC Enterprise M8000/M9000サーバプロダクトノート XCP 1050版』、
Part No. C120-Exxx-01 
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SPARC Enterprise M8000/M9000 
サーバプロダク ト ノート

本書は、 次の項で構成されています。

■ サポート されているファームウェアおよびソフ ト ウェアのバージ ョ ン

■ Solaris パッチ情報

■ 既知の問題

■ ハード ウェアのインス ト レーシ ョ ンおよびサービスに関する問題

■ ソフ ト ウェアおよびファームウェアに関する問題

■ ソフ ト ウェアマニュアルの変更予定

サポート されているファームウェアおよ
びソフ トウェアのバージ ョ ン
本リ リースでは、 次のファームウェアと ソフ ト ウェアのバージ ョ ンがサポート されて
います。

■ サーバには、 XSCF Control Package （XCP） 1050 以降がプレインス トールされて
います。 

■ これらのサーバをサポート している Solaris OS は、 Solaris 10 11/06 OS 以降です。

■ これらのサーバも Solaris 10 8/07 OS をサポート しています。 

注意 -CR ID 6534471: 通常の操作中にシステムがパニッ クまたは ト ラ ップするこ とが
あ り ます。 このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。 システムで現在 Solaris 10 
11/06 を実行している場合、 Solaris 10 8/07 にアップグレードするか、 パッチ
120011-08 を適用できます。 この CR は、 7 ページの 「Solaris に関する特定の問題と
回避方法」 の項に示されています。

■ 今回リ リースされる XCP は、 Sun PCI ボッ クスをサポート しています。
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■ 今回リ リースされる XCP は、 Capacity-On-Demand （COD） 機能をサポート して
います。 

注 - 今後追加される COD 機能を使用するためのライセンス （RTU） に対応するに
は、 すべての SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバを XCP 1050 にアップグレー
ドする必要があ り ます。 最寄の営業担当者にお問い合わせください。 

ネッ ト ワーク上の Solaris WAN ブートサーバから SPARC Enterprise M8000/M9000
サーバをブートする場合は、 実行可能ファ イル wanboot をアップグレードする必要
があ り ます。 詳細については、 22 ページの 「WAN ブートサーバからのブート 」 を参
照して ください。

注 - サポート されているファームウェアと ソフ ト ウェアのバージ ョ ンに関する最新情
報については、 vii ページの 「ソフ ト ウェア リ ソース」 を参照して ください。

Solaris パッチ情報
次に示すパッチは、 Solaris 10 11/06 OS を実行する SPARC Enterprise M8000/M9000
サーバに必須です。 Solaris 10 8/07 OS を実行するサーバの場合、 これらのパッチは
不要です。

注 - パッチの下 2 桁は、 リ ビジ ョ ンレベルを示しています。 SunSolve.Sun.COM で
最新のパッチリ ビジ ョ ンを確認して ください。 最新パッチを探す方法については、
vii ページの 「ソフ ト ウェア リ ソース」 を参照して ください。

Solaris パッチのインス トール

● 次の順序でパッチをインス トールします。

1. 118833-36 

次の 125100-08 をインス トールする前に、 ド メ インを リブート して ください。

2. 125100-08

少なく と もバージ ョ ン 125100-08 はインス トールして ください。 その他のパッチ要
件の一覧については、 125100-08README ファ イルを参照して ください。

3. 123839-07
2 Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバプロダク ト ノート  XCP 1050 版 • 2008 年 4 月

 

http://SunSolve.Sun.Com
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=118833
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=118833
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=118833
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=sunsolve118833
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=sunsolve118833
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=sunsolve125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=125100
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=sunsolve123839
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=123839
http://sunsolve.sun.com/search/document.do?assetkey=123839


4. 120068-03 

5. 125424-01

6. 118918-24 

7. 120222-21 

8. 125127-01 

次の 125670-02 をインス トールする前に、 ド メ インを リブート して ください。

9. 125670-02

10. 125166-05

既知の問題
この項では、 本リ リース時における既知のハード ウェアおよびソフ ト ウェアの問題に
ついて説明します。

一般的な機能の問題と制限

注意 -Dynamic Reconfiguration （DR） とホッ ト プラグの問題については、 表 3, 7 ペ
ージの 「Solaris に関する特定の問題と回避方法」 を参照して ください。

■ 1027A-Z/X1027A-Z, PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP カードの場合、次の
制限事項があ り ます。

■ 使用できるカードはド メ インあた り最大 2 枚

■ これらのカードを PCI ボッ クスで使用しない

■ 4447A-Z/X4447A-Z, PCIe Quad-port Gigabit Ethernet Adapter UTP カードの場
合、 次の制限事項があ り ます。

■ 使用できるカードは I/O ボート あた り最大 2 枚

■ 1 台の SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバで使用できるカードは最大 8 枚

■ CD-RW/DVD-RW ド ラ イブユニッ ト とテープド ラ イブユニッ トは、 同時に使用し
ないでください。 

■ 今回リ リースされる XCP の XSCF Web ブラウザインターフェースは（ブラウザイン
ターフェース （BUI） と も呼ばれる）、 COD 機能も PCI ボッ クスマネージャ機能
もサポート しません。
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■ 次のユーザーアカウン ト名は、 XSCF ファームウェアによ りシステム用と して予約
されているため、 使用できません。 root, bin, daemon、 adm、 operator、
nobody、 sshd、 rpc、 rpcuser、 ldap、 apache、 ntp、 admin、 および
default.

ハードウェアのインス ト レーシ ョ ンおよ
びサービスに関する問題
こ こでは、 ハード ウェアに関する問題とその回避方法について説明します。

特定の問題と回避方法

表 1 に既知のハード ウェアの問題とそれに対する有効な回避方法を示します。

表 1 特定の問題と回避方法

CR ID 変更箇所 回避方法

6433420 ブート中、 ド メ インコンソールが Mailbox 
timeout または IOCB interrupt timeout error を
表示するこ とがあ り ます。

OBP （OK） プロンプ トから reset-all コマン
ドを発行し、 リブー ト して ください。

6488846 ブート中、 ド メ インコンソールが
SG(X)PCI2SCSIU320-Z SCSI コン ト ローラ I/O
カードの checksum error を表示するこ とがあ
り ます。

最新のコン ト ローラカードファームウェアが提
供されているかご確認ください。

6557379 電源ケーブルは、 二系統受電オプシ ョ ンなしの
一系統受電サーバでは、 冗長化されていませ
ん。

一系統受電のサーバでは、 すべての電源ケーブ
ルは常時接続され、 電源投入されていなければ
な り ません。
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ソフ トウェアおよびファームウェアに関
する問題
こ こでは、 特定のソフ ト ウェアとファームウェアに関する問題とその回避方法につい
て説明します。

XCP に関する特定の問題と回避方法

表 2 に XCP の既知の問題と、 これに対する有効な回避方法を示します。

表 2 XCP に関する特定の問題と回避方法

CR ID 変更箇所 回避方法

6529635 showdomainstatus -a コマンドではド メ イ
ンステータスが Powered Off と表示されます
が、 showboards -a コマンドではド メ インが
テス ト中と表示されます。

showboards コマン ドを使用し、 ド メ インの電
源状態を確認して ください。 
showdomainstatus コマンドでは、 正しいス
テータスを表示するのに、 よ り時間がかかり ま
す。

6565422 showarchiving の Latest 
communication フ ィールドが定期的に更新さ
れません。

アーカイブの有効 / 無効を切り替える と、
showarchiving 出力の Latest 
communication フ ィールドが更新されます。

6573729 snapshot CLI がライ トプロテク トのかかった
USB ステ ィ ッ クに書き込みをしよ う とする と、
コンソールに多数の I/O エラーが表示されま
す。

snapshot による収集ではライ トプロテク トの
かかった USB デバイスを使用しないでくださ
い。

6575425 通常、 待機 SCF 上で SCF CLI が実行される と
「Permission denied」 が表示されますが、 これ
が表示されずに、 他のエラーが通知されます。

待機 XSCF 上で実行できる CLI は下記に限定さ
れています。 snapshot、 switchscf

待機 XSCF 上ではそれ以外の CLI を実行しない
でください。

6577801 不正なド メ イン状態が報告されます。 コマン ド
sendbreak がド メ インに発行された後、 ド メ
インが 「ok」 プロンプ トになる と、
showdomainstatus によ り ド メ イン状態が
「Running」 と表示されます。

回避方法はあ り ません。 sendbreak の使用に
よる副作用です。

6583053 XCP 1040 と 1041 でセッ ト アップに誤りがある
と、 後続の XCP バージ ョ ンで引継ぎ IP が機能
しないこ とがあ り ます。

15 ページの 「XCP 1050 へのアップグレードの
準備」 を参照して ください。
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6588650 XSCF のフェイルオーバーまたは XSCF の リブ
ートの後、 システムの DR が不可能となる場合
があ り ます。

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。

6590858 サーバのインス トール中にメ インラ インスイ ッ
チを初めて投入したと き、 次のエラーメ ッセー
ジが表示される こ とがあ り ます。

XSCFU hang-up is detected

XSCF process down detected

DB synchronization timeout

システム AC 電源をオフにしてから再度オンに
して ください。

6595501 無効な SMTP サーバが設定された後、
setemailreport CLI を使用して電子メール
サービスを無効にしよ う とする と、 最大で 30
分待たされる こ とがあ り ます。 

CLI が完了するのを待って ください。 システム
の他の部分はこの待ち時間中にも正常に機能し
ます。 
• CLI は Ctrl+C キーによ り中断できます。 た

だし、 Ctrl+C キーを押した場合でも、 処理
（emailreport の無効化） は完了します。

• showemailreport を使用する と、 サービ
スが無効になったかど うかを確認できます。

6598444 XSCF ファームウェアは自らを監視し、 不整合
が検出される と XSCF を強制的にリブート しま
す。 

回避方法はあ り ません。 XSCF ユニッ トに リブ
ー ト を完了させます。 約 5 分以内で通常の動作
に戻り ます。

6600060 XSCFU がド メ イン用の信頼できる NTP ソース
と して機能しません。

すべてのド メ インを、 XSCFU 以外の NTP ソー
スを使用するよ うに設定して ください。

表 2 XCP に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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Solaris に関する特定の問題と回避方法

表 3 に Solaris の問題とそれに対する有効な回避方法を示します。

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法

CR ID 変更箇所 回避方法

5076574 大規模な M9000/M8000 ド メ インでは、 PCIe
エラーが発生する と障害診断が無効になるお
それがあ り ます。

次の行を含むファ イル
/etc/fm/fmd/fmd.conf を作成して くださ
い。

setprop client.buflim 40m

setprop client.memlim 40m

6303418 1 つの SPARC Enterprise M9000 のド メ インに
対し、 完全搭載のシステムボードが 11 枚以上
ある場合、 ス ト レスが高い状況ではハングア
ップするこ とがあ り ます。 

CPU スレッ ドの数が 170 を超えないよ うにし
て ください。 
Solaris OS の psradm （1M） コマン ドを使用し
て余分な CPU スレッ ドをオフラ インにし、
CPU スレッ ドの数を 1CPU コアあた り 1 つに
制限して ください。 たとえば、 すべての奇数の
CPU スレッ ドをオフラ インにするなどです。 

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6348554 以下のカードで cfgadm -c disconnect コ
マンドを使用する と、 コマンドがハングアッ
プするおそれがあ り ます。

• SG-XPCIE2FC-QF4        Sun StorageTek 
Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre 
Channel PCI-E HBA 

• SG-XPCIE1FC-QF4        Sun StorageTek 
Enterprise Class 4Gb Single-Port Fibre 
Channel PCI-E HBA 

• SG-XPCI2FC-QF4        Sun StorageTek 
Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre 
Channel PCI-X HBA 

• SG-XPCI1FC-QF4        Sun StorageTek 
Enterprise Class 4Gb Single-Port Fibre 
Channel PCI-X HBA 

影響のあるカードでは、 cfgadm -c 
disconnect を実行しないよ うにして くださ
い。
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6459540 DAT72 内蔵テープド ラ イブがテープの処理中
にタイムアウ トする こ とがあ り ます。 
また、 デバイスがシステムに QIC ド ラ イブと
して識別されるこ と もあ り ます。 

以下の定義を、 /kernel/drv/st.conf に追
加して ください。

tape-config-list=

"SEAGATE DAT    DAT72-000",

"SEAGATE_DAT____DAT72-000",

"SEAGATE_DAT____DAT72-000";

SEAGATE_DAT____DAT72-000=
1,0x34,0,0x9639,4,0x00,0x8c,0x8c,

0x8c,3;

"SEAGATE DAT と DAT72-00 の間には半角ス
ペースが 4 つ必要です。

6472153 SPARC Enterprise M8000/M9000 sun4u サー
バ以外のサーバ上に Solaris フラ ッシュアーカ
イブを作成し、 それを SPARC Enterprise 
M8000/M9000 sun4u サーバにインス トール
する と、 コンソールの TTY フラグが正し く設
定されません。 これは、 コンソールのハング
を引き起こすこ とがあ り ます。

Solaris フラ ッシュアーカイブから Solaris OS
をインス トールした直後に SPARC Enterprise 
M8000/M9000 サーバに telnet で入り、 コンソ
ールの TTY フラグを以下のよ うに リセッ ト し
ます。

# sttydefs -r console
# sttydefs -a console -i "9600 hupcl 
opost onlcr crtscts" -f "9600" 

この作業は 1 回だけ実行して ください。

6485555 競合状態によ り、 オンボードの Gigabit 
Ethernet NVRAM に障害が発生します。 

NVRAM に障害が発生している場合、 デバイス
はネッ ト ワークデバイス と して認識されませ
ん。 サービス担当員に問い合わせて、 FRU を
交換して ください。

6498283 ド メ インで psradm操作の実行中に、 DR の
deleteboard コマンドを使用する と、 システ
ムがパニッ クする こ とがあ り ます。 

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6508432 偽の PCIe エラー （修正可能なもの） が FMA
エラーログに大量に記録される こ とがあ り ま
す。 

このよ う なエラーをマスクするには、
/etc/system に次のエン ト リ を追加し、 シス
テムを リブー ト します。

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x2001

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6510779 大規模なシングルド メ イン構成上で、 システ
ムが誤って非常に高い負荷平均を報告するこ
とがあ り ます。 

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。 

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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6510861 PCIe Dual-Port Ultra320 SCSI コン ト ローラカ
ード （SG- （X） PCIE2SCSIU320Z） を使用し
ている と き、 PCIe の修正可能なエラーによっ
て Solaris のパニッ クが発生します。

この問題を回避するには、 次のエン ト リ を
/etc/system に追加して ください。

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x31c1

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6522017 同じ ド メ インで DR と ZFS の両方を使用する
こ とはできません。 

ZFS ARC の最大サイズを小さ く して ください。
詳細については、 Sun Service にお問合せくだ
さい。

6527781 2 つのド メ イン間を DVD/DAT ド ラ イブを移
動する と きに、 cfgadm コマンドで障害が発
生します。

回避方法はあ り ません。 DVD/ テープド ラ イブ
を再構成するために、 問題が検出されたド メ イ
ンで reboot -r を実行して ください。

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6527811 XSCF 上で showhardconf(8) コマンドを使用
する と、 PCI ホッ ト プラグを使用して PCI ボ
ッ クスが設定されていても、 PCI ボッ クスに
インス トールされている PCI カード情報を表
示するこ とができません。

回避方法はあ り ません。 PCI ボッ クス内の各
PCI カードが PCI ホッ ト プラグを使用して設定
されていれば、 PCI カード情報は正し く表示さ
れます。

6530178 DR の addboard コマン ドがハングする場合
があ り ます。 問題が検出される と、 それ以上
の DR 操作はブロ ッ ク されます。 復 旧 にはド
メ インの リブー トが必要です。

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。 

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6531036 boot net によるインス トール後に、 エラーメ
ッセージ network initialization 
failed が繰り返し表示されます。 

回避方法はあ り ません。 

6534471 通常の操作中に、 システムがパニッ クまたは
ト ラ ップするこ とがあ り ます。

次の /etc/systemパラ メータが正しいこ とを
確認し、 システムを リブー ト します。 
set heaplp_use_stlb=0 

このバグは Solaris 10 8/07 では修正済みです。

6539084 ド メ インに Sun Quad GbE UTP x8 PCIe
（X4447A-Z） が存在する場合には、 リブー ト
中にド メ インのパニッ クが発生する確率は低
くな り ます。

この欠陥は、 Solaris 10 11/06 のみに発生しま
す。

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。 

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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6539909 boot net install コマンドを使用して
Solaris OS をインス トールしている と き、 ネ
ッ ト ワークアクセスに以下の I/O カードを使
用しないでください。

• X4447A-Z/X4447A-Z, PCIe Quad-port 
Gigabit Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z/X1027A-Z, PCIe Dual 10 Gigabit 
Ethernet Fiber XFP

Solaris 10 11/06 を実行している場合は、 代替
タイプのネッ ト ワークカードまたはオンボード
のネッ ト ワークデバイスを使用し、 ネッ ト ワー
ク経由で Solaris OS をインス トールして くださ
い。

この不具合は Solaris 10 8/07 では発生しませ
ん。

6545685 電源投入自己テス ト （POST） で修正可能なメ
モ リエラー （CE） が検出された場合、 ド メ イ
ンは誤って 4DIMM または 8DIMM に縮退す
るこ とがあ り ます。 

/etc/system で次のよ うに設定し、 使用され
る メモ リ巡回タイムアウ ト値を増やしてから、
システムを リブート します。

set mc-opl:mc_max_rewrite_loop = 
20000

6546188 以下のカード上でホッ トプラグ （cfgadm） お
よび DR 操作 （addboardおよび
deleteboard） を実行する と、 システムがパ
ニッ ク します。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。 

6551356 これまで未設定だったカードを設定するため
に hotplug （cfgadm） を実行する と、 システ
ムがパニッ ク します。 システムがパニッ クす
る直前に、 「警告 : PCI 拡張 ROM にアクセス
できません」 とい う メ ッセージがコンソール
上に表示されます。 この不具合によって、 以
下のカードが影響を受けます。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

I/O カードを取り外すために cfgadm -c 
unconfigure を使用しないでください。 カー
ドを完全に取り外すには、 cfgadm -c 
disconnect を使用します。 10 分以上待って
から、 cfgadm -c configure コマンドを使
用してカードの設定をド メ インに戻すこ とがで
きます。 

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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6556742 DR 時に DiskSuite が metadb を読めない場
合、 システムがパニッ ク します。 このバグの
影響を受けるカードは次のとおりです。

• SG-XPCIE2FC-QF4, 4Gb PCI-e Dual-Port 
Fibre Channel HBA

• SG-XPCIE1FC-QF4, 4Gb PCI-e Single-Port 
Fibre Channel HBA

• SG-XPCI2FC-QF4, 4Gb PCI-X Dual-Port 
Fibre Channel HBA

• SG-XPCI1FC-QF4, 4Gb PCI-X Single-Port 
Fibre Channel HBA

metadb の複製コピーに別のホス トバスアダプ
ターを介してアクセス可能であれば、 パニッ ク
は回避できます。 あるいは、 パッチ 125166-06
を適用できます。
125166-06.

6559504 以下のカードを使用する と、 コンソール上に、
「nxge: NOTICE: 
nxge_ipp_eccue_valid_check: rd_ptr = nnn 
wr_ptr = nnn」 とい う形式のメ ッセージが表
示されます。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

これらのメ ッセージは無視して差し支えあ り ま
せん。

6563785 以下のカードでホッ ト プラグ操作を行った場
合、 カードを切断してその直後に再接続する
と、 ホッ ト プラグ操作が失敗するこ とがあ り
ます。

• SG-XPCIE2SCSIU320Z    Sun StorageTek 
PCI-E Dual-Port Ultra320 SCSI HBA

• SGXPCI2SCSILM320-Z    Sun StorageTek 
PCI Dual-Port Ultra320 SCSI HBA

カードを切断した後、 数秒待ってから再接続し
て ください。

6564332 Sun Crypto Accelerator (SCA) 6000 カードで
ホッ ト プラグ操作を行う と、 SPARC 
Enterprise M8000/M9000 サーバがパニッ クま
たはハングするおそれがあ り ます。

SCA6000 ド ラ イバのバージ ョ ン 1.0 は、 ホッ ト
プラグをサポート していません。 ホッ ト プラグ
は実行しないでください。 SCA6000 ド ラ イバ
およびファームウェアのバージ ョ ン 1.1 の場
合、 必要なブート ス ト ラ ップファームウェアの
アップグレードを行う と、 ホッ ト プラグ操作が
可能にな り ます。 

6564934 以下のネッ ト ワークカードを使用している と
きにカーネルメモ リ を搭載したボードに対し
て DR deleteboard操作を実行する と、 接続
が切れます。 
• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 

Ethernet Adapter UTP
• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 

Fiber XFP Low profile Adapter

DR 操作が完了してから、 影響を受けたネッ ト
ワーク インターフェースを再設定して くださ
い。 基本的なネッ ト ワーク設定手順についての
詳細は、 ifconfig の man page を参照して く
ださい。

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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6568417 CPU DR deleteboard操作が正常に終了し
た後、 次のネッ ト ワーク インターフェースが
使用されている と、 システムがパニッ ク しま
す。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

/etc/system に次の行を追加し、 システムを
再起動して ください。

set ip:ip_soft_rings_cnt=0

6571370 実験環境でス ト レス試験を実行した結果、 以
下のカードでデータ破壊が発生しました。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

/etc/system に次の行を追加し、 システムを
再起動して ください。

set nxge:nxge_rx_threshold_hi=0 

6575970 DR と XSCF のフェイルオーバーが不整合で
す。

DR 処理の進行中は、 XSFC フェイルオーバー
を起動しないでください。 DR 処理が終了する
のを待ってから、 フェイルオーバーを開始しま
す。 先にフェイルオーバーを開始した場合は、
フェイルオーバーが終了してから、 DR 処理を
開始します。

6583035 CMU をホッ ト プラグするために addfru コマ
ンド または replacefru コマンドを使用した
後、 DR のために使用できないボードに関する
誤ったメ ッセージが表示され、 以降の DR 処
理が失敗するこ とがあ り ます。

addfruおよび replacefru コマンドを実行
する と きは、 診断テス ト を必ず実行して くださ
い。 addfru/ の実行時に診断テス トの実行を
忘れた場合には、 testsb を実行して CMU を
テス トするか、 deletefru コマンドを実行し
て CMU/IOU を減設してから、 診断テス ト付
きで addfru コマンドを実行します。

6584984 -w を指定して busstat （1M） コマンドを実
行する と、 ド メ インが再起動される こ とがあ
り ます。

回避方法はあ り ません。 -w オプシ ョ ンを指定
して busstat （1M） コマンドを pcmu_p で実
行しないでください。

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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6588555 XSCF のフェイルオーバー中に永続メモ リ DR
処理を実行する と、 ド メ インがパニッ クする
こ とがあ り ます。

DR 処理の進行中は、 XSFC フェイルオーバー
を起動しないでください。 DR 処理が終了する
のを待ってから、 フェイルオーバーを開始しま
す。 先にフェイルオーバーを開始した場合は、
フェイルオーバーが終了してから、 DR 処理を
開始します。

6589833 SAP プロセスが Sun StorageTek Enterprise 
Class 4Gb Dual-Port Fibre Channel PCI-E 
HBA カード （SG-XPCIE2FC-QF4） に接続さ
れた記憶装置にアクセスしよ う と している と
きにこのカードを追加しよ う とする と、 DR 
addboard コマンドによ り システムがハング
するおそれがあ り ます。 ネッ ト ワーク ト ラフ
ィ ッ クが多い状態で以下のカードを使用して
いる と、 システムがハングする危険が大き く
な り ます。

• X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit 
Ethernet Adapter UTP

• X1027A-Z1, PCI-e Dual 10 Gigabit Ethernet 
Fiber XFP Low profile Adapter

回避方法はあ り ません。 このバグに対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。

6592302 DR 操作が失敗する と、 メモ リが一部未設定の
ままにな り ます。

復 旧 には、 addboard -d コマンドを使用し
てボードを ド メ インに戻してから、
deleteboard コマン ドを再実行します。

表 3 Solaris に関する特定の問題と回避方法 （続き）

CR ID 変更箇所 回避方法
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ターゲッ トボードのカーネルメモリの識別

1. XSCF にログインします。 

2. 次のコマンドを入力します。

次の例は、 showdevices -d コマンドの出力を示したもので、 0 は domain_id です。

4 列目の 「perm mem MB」 のエン ト リの値がゼロ以外の場合、カーネルメモ リが存
在するこ とを示します。

この例は、 1674 MB のカーネルメモ リが 00-2 にあるこ とを示しています。

ボードにカーネルメモ リがある場合に deleteboard コマンド または moveboard コ
マンドを実行する と、 次の通知が表示されます。

XSCF> - showdevices -d domain_id

XSCF> showdevices -d 0

...

Memory:
-------
             board     perm       base                  domain   target deleted remaining
DID XSB   mem MB  mem MB  address             mem MB  XSB    mem MB  mem MB
00  00-0    8192       0  0x0000000000000000   24576
00  00-2    8192    1674  0x000003c000000000   24576
00  00-3    8192       0  0x0000034000000000   24576

...

System may be temporarily suspended, proceed? [y|n]:
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XCP 1050 へのアップグレードの準備

アップグレード前に実行するこ とが必要な手順が 2 つあ り ます。 

1. lan#0 インターフェースおよび lan#1 インターフェース ( フェイルオーバーインタ
ーフェース ) 上で設定されたルート をすべて削除する。

注 - ネッ ト ワーク設定がまった く変更されていなければ、 applynetwork -n コマン
ドは実行できません。 ホス ト名を現状に正し く リ セッ トする と （sethostname）、 コ
マン ドの実行が求められます。 

以下の例は、 削除が必要な 2 つのルート を示しています。

XSCF> applynetwork -n
The following network settings will be applied:
xscf#0 hostname  :m8000-0
xscf#1 hostname  :m8000-1
DNS domain name  :sun.com
nameserver       :100.200.300.400

interface        :xscf#0-lan#0
status           :up
IP address       :100.200.300.77
netmask          :255.255.254.0
route            :-n 0.0.0.0 -m 0.0.0.0 -g 100.200.300.1

interface        :xscf#0-lan#1
status           :down
IP address       :
netmask          :
route            :

interface        :xscf#0-if
status           :down
IP address       :
netmask          :

interface        :lan#0
status           :down
IP address       :
netmask          :
route            :-n 0.0.0.0 -m 0.0.0.0 -g 100.200.300.1
route            :-n 0.0.0.0 -m 0.0.0.0 -g 100.200.300.2
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最後の applynetwork には、 リセッ ト と処理の継続のため 「y」 を応答します。

2. 「admin」 とい う名前のアカウン ト をすべて削除して ください。 

すべての XSCF アカウン トの一覧を表示するには showuser -lu コマンドを使用
して ください。 XCP 1050 へのアップグレードに先立って、 admin とい う名前のア
カウン ト をすべて削除するこ とが必要です。 このアカウン ト名は XCP 1050 以降
で予約されています。 アカウン トの削除には deleteuser コマンドを使用しま
す。 

注 -admin アカウン トの詳細については、 表 4, 23 ページの 「ソフ ト ウェアマニュアル
の変更予定」 を参照して ください。

interface        :xscf#1-lan#0
status           :down
IP address       :
netmask          :
route            :

interface        :xscf#1-lan#1
status           :down
IP address       :
netmask          :
route            :

interface        :xscf#1-if
status           :down
IP address       :
netmask          :

interface        :lan#1
status           :down
IP address       :
netmask          :
route            :

The XSCF will be reset. Continue? [y|n] :n
XSCF> setroute -c del -n 0.0.0.0 -m 0.0.0.0 -g 100.200.300.2 lan#0
XSCF> setroute -c del -n 0.0.0.0 -m 0.0.0.0 -g 100.200.300.1 lan#0
XSCF> applynetwork
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XCP 1050 へのアップグレード

注 - 「引継ぎ IP アドレス」 経由で XSCF ユニッ トにアクセスしないでください。

注 -XSCF の リセッ ト時に、 LAN 接続が切断されます。 XCP アップグレード手順を
簡素化するため、 XSCF のシ リ アル接続を使用するこ とを推奨します。

1. プラ ッ ト フォーム管理権限があるこ とを確認の上、 アカウン ト上の XSCF#0 にロ
グインします。

2. showstatus コマンドを使用して、 障害のあるコンポーネン トや設定解除された
コンポーネン トがないこ とを確認します。 

システムの初期化時に障害が見つからなければ、 showstatus プロンプ トが返り
ます。 リ ス トに何かが表示された場合、 次の手順に進む前に、 公認の保守担当者
に連絡して ください。

3. すべてのド メ インの電源をオフにします。

4. すべてのド メ インが停止しているこ とを確認します。

5. オペレーターパネルのキーの位置を Locked から Service にします。

6. 今後の参考情報と してシステムの状態のアーカイブをと るため、 XSCF スナップ
シ ョ ッ ト を収集します。

7. getflashimage コマンドを使用して、 XCP 1050 アップグレード イ メージをアッ
プロード します。

XSCFU#0 上の BUI を使用するこ とによ り、 XCP 1050 アップグレード イ メージを
アップロードするこ とができます。

XSCF> showstatus 

XSCF> poweroff -a 

XSCF> showlogs power

XSCF> snapshot -t user@host:directory

XSCF> getflashimage http://server.domain.com/XCP1050/images/DCXCP1050.tar.gz
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8. flashupdate (8) コマンドを使用して、 ファームウェアを更新します。

注意 -Flashupdate は 1 つのバンクを更新し、 XSCF を リセッ ト してから、 次のバ
ンクの更新を開始します。 現用バンク と待機バンクがどちら も更新されているこ とを
確認します。 両方のバンクが XCP リ ビジ ョ ン 1050 を示している場合には、 次の手順
に進みます。 

アップデートする XCP の版数を指定します。 この例では 1050 です。

9. 更新の完了を確認します。

XCSF_B#0 の更新中に異常が発生しないこ とを確認します。

10. XSCFU#0 の現用バンク と待機バンクの両方が更新後の XCP バージ ョ ンを表示し
ているこ とを確認します。

XSCF#0 の現用バンク と待機バンクが XCP リ ビジ ョ ン 1050 を示していない場合
には、 公認の保守担当者に連絡して ください。

11. 新規に導入された 「servicetag」 機能が有効であるこ とを確認します。 

システムが XCP 104x から XCP 1050 にアップグレード される と き、 新規に導入さ
れた 「servicetag」 機能は自動的には有効にな り ません。  

a. 「showservicetag」 CLI を使用するこ とによ り、 「servicetag」 機能のステータ
スを確認します。 

XSCF> flashupdate -c update -m xcp -s 1050 

XSCF> showlogs event

XSCF> version -c xcp 

XSCF#0 (Active )
XCP0 (Reserve): 1050
XCP1 (Current): 1050
XSCF#1 (Standby)
XCP0 (Reserve): 0000
XCP1 (Current): 0000

XSCF> showservicetag 
Disabled
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b. 現在無効になっている場合には、 有効にするこ とが必要です。

c. 「servicetag」 機能を有効にするには XSCF の リブートが必要です。 

注 - サービスタグは Sun Service が使用します。 富士通のお客様がサービスタグを有
効にするこ とはできません。 

d. XSCF ファームウェアの準備が整う まで待ちます。

これは、 XSCF 上の READY LED が連続点 灯 になっているこ と、 またはシ リ アル
コンソール上にメ ッセージ 「XSCF Initialize Complete」 の表示によ り確認できま
す。

12. サーバのすべての電源スイ ッチを 30 秒間オフにします。 

13. 30 秒後、 電源スイ ッチをオンに戻します。

14. XSCF ファームウェアの準備が整う まで待ちます。 

これは、 XSCF_B#0 と XSCF_B#1 上の READY LED がどちら も連続点 灯 になる
こ とから確認できます。 

15. シ リ アル接続または LAN 接続を使用して、 XSCFU#0 にログインします。

16. showlogs error -v および showstatus コマンドを使用するこ とによ り、 異常の発
生がないこ とを確認します。

XSCF のハード ウェア異常を検出した場合には、 公認の保守担当者に連絡して くだ
さい。

17. インポート された XCP イ メージを確認し、 再度更新します。

更新対象の XCP バージ ョ ンを指定します。 この例では 1050 です。 XSCF#1 が更新さ
れ、 次に XSCF#0 が再度更新されます。

XSCF> setservicetag -c enable
Settings will take effect the next time the XSCF is rebooted.

XSCF> rebootxscf
The XSCF will be reset. Continue? [y|n] :y

XSCF> showlogs error -v
XSCF> showstatus

XSCF> flashupdate -c update -m xcp -s 1050
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XSCF#0 のファームウェア更新が終了する と、 XSCF#1 がアクティブにな り ます。

18. シ リ アル接続または LAN 接続を使用して、 XSCFU#1 にログインします。

19. showlogs event コマンドを使用するこ とによ り、 更新の完了を確認します。 

更新時に異常が検出されなかったこ とを確認します。

20. XSCFU#0 の現用バンク と待機バンクの両方が更新後の XCP バージ ョ ンを表示し
ているこ とを確認します。

XSCF#0 の現用バンク と待機バンクが XCP リ ビジ ョ ン 1050 を示していない場合に
は、 公認の保守担当者に連絡して ください。

21. XSCF の切り替えが正常であるこ とを確認します。

a. XSCFU_B#1 上の READY LED が連続点 灯 であれば、 シ リ アル接続または
LAN 接続を介して XSCFU#0 にログインします。

b. 次のコマンドを使用して、 XSCF の切り替えを確認して ください。

XSCF#1 が現在は待機であ り、 XSCF#0 ガアクティブになったこ とを確認します。

手順 16 での確認以降、 新規のエラーが記録されていないこ とを確認します。

XSCF> showlogs event 

XSCF> version -c xcp 

XSCF#1 (Active )
XCP0 (Reserve): 1050
XCP1 (Current): 1050
XSCF#0 (Standby)
XCP0 (Reserve): 1050
XCP1 (Current): 1050

XSCF> switchscf -t Standby
The XSCF unit switch between the Active and Standby states. 
Continue? [y|n] :y

XSCF> showhardconf

XSCF> showlogs error

XSCF> showlogs event
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「XSCFU entered active state from standby state （XSCFU が待機状態からアクティ
ブ状態にな り ました）」 とい う メ ッセージを確認します。

「No failures found in System Initialization （システム初期化時に障害は検出され
ません）」 とい う メ ッセージを確認します。 

22. すべてのド メ インの電源をオンにして ください。

23. XSCFU#0 にログインし、 すべてのド メ インが正常に起動したこ とを確認します。

24. 新規のエラーが発生していないこ とを確認します。

■ 異常が検出された場合には、 適切な処置を実行し、 公認の保守担当者に連絡して
ください。

■ 異常が検出されなかった場合は、 手順 25 に進みます。 

25. オペレーターパネルのキースイ ッチ位置を Service から Lock に戻します。

XSCF> showstatus

XSCF> poweron -a

XSCF> showlogs power

XSCF> showlogs error
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WAN ブートサーバからのブート

WAN ブートサーバから SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバをブートできるよ
うにするには、 次の手順を実行します。 

1. WAN ブートサーバに Solaris 10 11/06 OS をインス トールします。 

2. 本リ リースから、 インス トールサーバ上の適切な場所に実行可能ファ イル wanboot
をコピーします。 詳しい方法については、 『Solaris 10 インス ト レーシ ョ ンガイ ド : ネ
ッ ト ワークベースのインス ト レーシ ョ ン』 または次の URL を参照して ください。

http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-5504/6mkv4nh65?a=view

3. Solaris 10 11/06 OS から WAN ブート miniroot を作成します。 詳しい方法について
は、 次の URL を参照して ください。

http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-5504/6mkv4nh63?a=view

実行可能ファ イル wanboot をアップグレード しないと、 SPARC Enterprise 
M8000/M9000 サーバは次のよ う なメ ッセージを表示して、 パニッ ク します。

krtld:load_exec:fail to expand cpu/$CPU
krtld:error during initial load/link phase
panic - boot:exitto64 returned from client program

WAN ブートの詳細については、 http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-
5504/6mkv4nh5i?a=view を参照して ください。 

getflashimageの簡易版 man page
XCP 105x ではコマンド getflashimage を使用して、 XSCF Web の代わりにファー
ムウェアイ メージをダウンロードするこ とができます。
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ソフ トウェアマニュアルの変更予定
この項には、 ドキュ メ ン トが出版された後に知られるよ うになった、 ソフ ト ウェアマ
ニュアルの最新情報が記載されています。

表 4 ソフ ト ウェアマニュアルの変更予定

マニュアル ページ番号 変更内容

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバに関するすべてのマニ
ュアル

すべての DVD とい う表記は、 CD-RW/DVD-RW に読み
替えて ください。

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF ユーザーズガイ
ド

9-5 XSCF Web がサポートする Web ブラウザには次のものが
あ り ます。

• Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

• Firefox 2.0 以降

• Mozilla 1.7 以降

• Netscape Navigator 7.1 以降

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF ユーザーズガイ
ド

2-2 「XSCF Shell によるセッ ト アップの要約」 の項。 次の注を
追加します。

注 : 標準的なデフォル トのログインのほかに、 SPARC 
Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバでは、
admin と呼ばれる一時的ログインが可能な状態で出荷され
ます。 これによ り、 シ リ アルポート を介した リモー ト初期
ログインが可能にな り ます。 その権限は useradmin 限定
であ り、 変更はできません。 標準の UNIX ユーザー名 /
パスワード認証または SSH 公開鍵認証を使用して一時
admin と してログインする こ とはできません。 このログ
インにパスワードはな く、 またパスワードをこのログイン
のために追加するこ と もできません。

デフォル トのユーザーと してログインした後や、 一時
admin と してのログインによ り有効なパスワード と権限
を与えられた最初のユーザーが登録された後には、 一時
admin アカウン トは無効とな り ます。

デフォル トのログインが使用される前に一時 admin と し
てログインできない場合には、 次のコマンドを実行するこ
とによ り、 他の誰かが上記の操作を実行していないか確認
して ください。 
showuser -l 
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D-5 「Troubleshooting XSCF and FAQ」 のよ く ある質問
（FAQ）

OS ダンプのオプシ ョ ンは 「request」 ではな く 「panic」
です。

誤記 ：

1. まず、 XSCF シェルから panic オプシ ョ ンで reset(8) コ
マンドを実行します。
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2 「Solaris OS ソフ ト ウェア」 の項。 次の注が追加されまし
た。

注 :XSCF ファームウェアでは、 すべてのド メ インに
SUNWsckmr および SUNWsckmu.u パッケージが必要で
す。 Solaris OS の Core System、 Reduced Network、 およ
び Minimal System バージ ョ ンの場合、 これらパッケージ
は自動的にはインス トールされません。 これらパッケージ
がインス トールされていないすべてのド メ インにインス ト
ールする必要があ り ます。
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8 「システムへのログイン」 の項。 次の注を追加します。

注 : 標準的なデフォル トのログインのほかに、 SPARC 
Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバでは、
admin と呼ばれる一時的ログインが可能な状態で出荷され
ます。 これによ り、 シ リ アルポート を介した リモー ト初期
ログインが可能にな り ます。 その権限は useradmin 限定
であ り、 変更はできません。 標準の UNIX ユーザー名 /
パスワード認証または SSH 公開鍵認証を使用して一時
admin と してログインする こ とはできません。 このログ
インにパスワードはな く、 またパスワードをこのログイン
のために追加するこ と もできません。

デフォル トのユーザーと してログインした後や、 一時
admin と してのログインによ り有効なパスワード と権限
を与えられた最初のユーザーが登録された後には、 一時
admin アカウン トは無効とな り ます。

デフォル トのログインが使用される前に一時 admin と し
てログインできない場合には、 次のコマンドを実行するこ
とによ り、 他の誰かが上記の操作を実行していないか確認
して ください。 
showuser -l 

表 4 ソフ ト ウェアマニュアルの変更予定 （続き）

マニュアル ページ番号 変更内容
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66 「設定監査」 の項。 「ファ イルツールの監査」 の終わりに注
を追加します。 
注 : この章ではアーカイブされたログファ イルをセッ ト ア
ップする方法について説明します。 管理者とサービスプロ
バイダーは、 SP Security （SUNWspec） Package を使用
するこ とによ り、 このログファ イルを表示するこ とができ
ます。 使用サーバにアーカイブされた XSCF 監査ログファ
イルを表示するには、 viewauditapp(8) および
mergeaudit(8) オフプラ ッ ト フォーム監査ファ イルビュー
ワーを使用します。 

SPARC Enterprise 
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ニュアル

switchscf(8) 
manpage

switchscf(8) コマン ドは、 
-n/-q/-y オプシ ョ ンをサポートするよ うにな り ました。
このサポートの結果、 「形式」 は次のよ うに変更されます。

switchscf [[-q] -{y|n}] -t {Active | 
Standby} [-f]

switchscf -h

新しいオプシ ョ ンのそれぞれの意味は次のとおりです。

-n: すべてのプロンプ トに自動的に 「n」 （no） を応答しま
す。

-q: プロンプ ト を含め、 stdout へのすべてのメ ッセージを
禁止します。

-y: すべてのプロンプ トに自動的に 「y」 （yes） を応答し
ます。 

表 4 ソフ ト ウェアマニュアルの変更予定 （続き）

マニュアル ページ番号 変更内容
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